
岡山県における安全で快適に生活できる建設海岸づくりの推進（防災・安全） ○

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 岡山県

・老朽化対策により、海岸保全施設が破損・倒壊した場合における浸水家屋解消

・津波又は高潮発生時の防災機能の確保及び地域住民等の避難体制の充実・強化の推進

（H27当初） （H29末） （H31末）

A1　海岸事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

A1-1 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 高潮 1,890 47.5 －

A1-2 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 高潮 500 26.9 －

A1-3 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 高潮 572 128.9 －

A1-4 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 高潮 580 4.4 －

A1-5 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 老朽化 120 － 策定

A1-6 海岸 内地 岡山県 直接 岡山県 津波・高潮 380 26.9 －

合計 4,042

岡南海岸津波・高潮危機管理対策緊急事業
耐震補強工 L=400m、
浸水想定区域調査

岡山市

費用便益費 備考

県内全域長寿命化計画策定

岡山市

岡山県海岸堤防等老朽化対策緊急事業

耐震護岸工 L=643m

耐震護岸工 L=750m

三蟠九蟠海岸高潮対策事業

岡南海岸高潮対策事業

赤崎海岸高潮対策事業

耐震護岸工 L=800m 玉野市

耐震護岸工 L=1800m

後閑西海岸高潮対策事業

岡山市

倉敷市

25ha

0戸

0ha

522戸

交付対象事業

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事業及び
施設種別

市町村名事業内容

Ｃ

番号

－

高潮・津波・老朽化対策による浸水が解消される浸水面積

事業者

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ 4,042百万円全体事業費

要素となる事業名

－Ｂ4,042百万円

・高潮対策により、H16年と同規模の高潮が発生した場合における浸水家屋解消

　　定量的指標の定義及び算定式

重点計画の該当計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

Ｄ － －

0ha

備考
定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

0戸

令和２年３月３１日

平成16年に既往最高潮位を記録した台風16号や23号などにより浸水被害が発生した海岸について、高潮対策事業を実施し、県民の安全安心を確保する。
岡山沿岸海岸保全基本計画（Ｈ26.3）に基づき、高潮対策事業・老朽化対策事業・津波対策事業を実施し、地震時等の海岸保全施設の安全性向上を図り、
背後地住民が安心して暮らせる地域社会の基盤を整備する。
東日本大震災、南海トラフの巨大地震を踏まえ改訂した岡山沿岸海岸保全基本計画に基づき、老朽化調査を実施し対策が必要な海岸を抽出する。

中間目標値

高潮・津波・老朽化対策による浸水が解消される浸水家屋数

社会資本総合整備計画

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H31

配分額
（a）

256 361 266 395 426

H27 H28 H29 H30

0

交付額
（c=a+b）

256 361 266 395 426

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0

126 0

翌年度繰越額
（f）

160 148 79 209

209

支払済額
（e）

304 373 335 265 435

前年度からの繰越額
（d）

208 160 148 79

-
未契約繰越＋不用率が10％を超えてい

る場合その理由
- - -

補正予算
による。

0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 26.6% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

200

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0



平成２７年度～平成３１年度（５年間）

社会資本整備総合交付金計画　位置図
計画の名称 岡山県における安全で快適に生活できる建設海岸づくりの推進（防災・安全）

計画の期間

様式－５

岡南海岸（高潮対策事業）

（津波・高潮危機管理対策緊急事業）

Ａ－２、６

耐震護岸工

三蟠九蟠海岸（高潮対策事業）

Ａ－１

耐震護岸工

赤崎海岸（高潮対策事業）

Ａ－３

耐震護岸工

後閑西海岸（高潮対策事業）

Ａ－４

耐震護岸工

継続

継続

継続

継続

県内全域

Ａ－５（老朽化対策）

継続


	海岸 重点整備計画（防災・安全交付金）
	位置図

